
選
乃
Ⅷ
王
呉
平
這
軍
將
出
鎮
臓
州
冥
年
除
穏
州
請
軍
事
穆
州
剣
宍
鴎
軒
戒
塗
閨
景
山
之
霊
雨
達
柳
臨
境
湖
琴
這
之

雄
風
緊
以
秋
陽
流
之
各
髪
生
常
所
以
垂
詠
伐
枳
於
是
興
謡
四
年
除
弄
湯
薑
逼
大
愉
七
州
請
軍
事
弄
州
樋
管
以
雲
政

入
篇
大
府
卿
胆
石
元
禄
大
夫
槍
校
兵
部
尚
書
六
哉
元
氣
制
之
者
魚
臣
赫
美
天
臺
琴
之
者
國
器
六
材
奮
務
八
至
丹
司

蜀
劒
融
其
光
芒
郵
爾
贈
其
篝
寶
固
已
蓮
高
揖
盆
効
彰
出
納
言
焉
九
年
除
使
持
節
大
部
醤
楊
潤
常
和
楚
方
総
七
州
壽

費
誠
捨
款
吉
一
計
循
草
九
州
都
晉
詣
軍
事
楊
州
刺
史
達
牢
居
鯨
兵
之
漕
褐
坐
受
班
條
之
任
俗
簔
輪
生
人
黒
戦
死
義
陽

之
枚
浦
部
威
代
臨
逼
太
凛
之
口
計
都
忠
謀
口
帝
舅
観
元
年
入
爲
將
作
大
匠
隷
威
口
常
育
東
園
従
口
藻
換
凝
華
南
邦

陪
乗
紹
瓊
詞
美
禰
居
博
敞
照
謹
百
郡
之
更
武
塵
縦
横
自
表
一
時
之
醗
尋
韓
宗
正
卿
餘
官
加
故
颪
而
呈
祁
口
表
標
至

頚
於
嘱
誹
霧
憲
帝
完
藍
胴
試
於
扣
止
赤
扮
可
卸
雲
又
非
榮
議
廊
建
峻
震
娼
叫
闇
之
請
論
璽
識
譲
未
允
桂
冠
之
志
王
肌

毒
非
創
讓
備
陳
誠
懇
有
鄙
皇
懐
一
々
畷
敷
快
加
夫
様
大
夫
歳
時
朝
鏑
防
閤
藏
賜
竝
同
宗
官
望
掻
尊
榮
皀
惟
爽
震
門
施
７

桂
板
地
葬
山
水
雲
睾
舂
莞
登
禁
臺
而
鋒
自
月
琴
款
軒
避
淌
筵
而
余
苛
斌
書
憧
蒲
玉
樹
生
光
陶
陶
然
不
覺
葛
籾
乏
烏

畑也聖上以至ロ駅震大酬藤極丞承雷壷率由薑章該偉宗臣苣命儀台之秩廼腱尊需掲喬升興之輿壜譲“一

廿
三
年
又
下
詔
授
関
有
霞
同
三
司
車
同
書
一
廃
服
授
文
鏑
居
此
達
蕾
偉
其
慧
吉
窯
雍
宮
執
雷
寶
乞
壹
之
大
禮
毒
星
霜
Ｉ

塞
奉
升
中
之
壮
観
壹
天
肇
辱
交
日
威
災
選
別
嵩
亭
之
歌
空
幌
琴
工
乏
雲
以
永
敬
二
年
五
月
蕊
誘
払
第
時
年
上
＋
三

惟
王
祷
包
上
臺
這
這
中
雲
掲
日
月
之
謁
暉
疏
風
雲
乏
逢
氣
遷
宇
川
鏡
鑿
然
山
崎
管
謹
内
議
壹
幸
外
發
抑
揚
蓄
菖
父

路
功
名
之
献
沈
案
丘
墳
不
求
菫
句
乏
拳
孝
敬
舅
極
地
簔
嘉
菫
友
悌
霊
資
天
倫
動
穐
蕊
奇
略
懐
遠
圖
銅
鉄
藏
牙
善
畷

瞳
箭
吟
毫
受
律
一
凱
非
冥
務
醗
廼
投
膠
三
重
披
冥
億
出
莅
箸
缶
美
政
洽
於
碩
謹
入
司
元
凱
羅
塞
光
於
郭
列
誤
頁
邑

而
取
副
擦
曜
蒲
盈
蕊
囑
弦
而
告
老
壹
造
閑
濁
位
謙
中
口
敬
譽
之
口
不
満
景
側
下
口
崇
善
之
侭
彌
国
不
実
不
惠
非
吏

非
艤
含
元
宮
守
屋
榮
侍
終
所
謂
菫
室
之
調
儒
県
門
之
標
跨
琶
美
面
篭
驚
虚
膿
踵
鼬
影
而
不
邑
星
口
祷
億
門
託
龍
夫

も
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而
遂
還
悲
夫
以
永
徽
一
三
歳
次
辛
亥
十
月
実
舅
凱
八
日
狼
酉
識
喧
葬
壬
獄
嚴
贈
司
空
使
時
蔀
都
薔
荊
薇
岳
甑
四
州

諾
軍
事
井
賜
東
園
秘
器
饒
仗
送
至
墓
所
宍
是
土
一
上
筆
衷
子
別
次
擢
也
子
少
行
監
柱
國
臨
川
黒
公
健
慰
鳳
州
刺
喪
雲

川
縣
公
簔
巍
籏
州
刺
史
上
柱
國
文
疎
等
乖
震
汽
藩
枝
巨
弓
華
子
様
辱
呈
杵
邦
幹
方
演
棗
一
丁
槐
壁
而
窮
慕
認
情
匿
霜

露
而
識
續
一
筐
一
仙
歓
讓
裁
將
日
月
臥
曹
懸
故
權
美
室
鬘
圏
芳
翠
碗
陣
夫
峯
頴
嶢
曲
寄
痴
石
以
流
芳
室
殼
縢
城
往
金
生

０
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借
仮
欽
函
鳳
邸
臨
年
撰
崇
譽
曙
新
一
盃
盈
列
歌
鋒
在
卸
寒
菊
浮
沓
春
美
柳
索
四
実
收
極
邑
嚴
多
蕨
鵡
川
篤
箭
水
景
迫
ら

燕曜一士權梁竹建落臺椅應滋帯菫流潤書思寂雰陳融舅騨菫規纈批迩丈園螢逼神關梓慶音認松済漂溌４

奈
木
痛
風
景
墳
囲
月
鋺
字
無
味
金
聲
尭
獣
慰
＊
一
宇
神
符
」
の
三
宇
芝
加
え
ろ
。

而
表
鯛
詞
白

一
九
七
一
年
に
「
李
神
壷
」
上
下
、
「
害
の
太
一
亘
乏
書
ｕ
だ
が
、
そ
の
後
「
凍
害
悟
先
生
論
崇
」
（
中
央
研

究
院
庭
宍
語
一
言
研
究
所
特
刊
之
一
二
．
一
九
七
一
鐸
五
月
）
、
霧
笛
林
『
唐
武
文
代
史
』
ニ
ホ
ー
ハ
ハ
年
三
局
三
通

李
補
『
崖
宍
考
辨
』
二
九
六
五
年
）
な
ど
を
諸
ん
で
・
前
記
枇
福
芝
補
正
Ｌ
が
け
打
灯
ワ
ら
な
り
こ
と
童
知
っ

た
．
〉
元
の
う
ち
「
李
神
通
」
に
か
か
わ
る
も
の
を
・
こ
こ
に
記
Ｌ
て
お
く
。
拙
稿
に
つ
い
て
の
ぺ
Ｉ
〕
ン
教
ロ
『
季

「
李
神
通
」
補
這

、

一》一一。一。一『



た
で
詞
弓
う

３
害
報
壬
開
い
た
の
弓
帝
室
壬
権
威
づ
け
る
侯
切
・
子
の
出
舅
達
薩
西
・
そ
の
祖
先
を
孚
雲
と
称
Ｌ
・
第
譜

振
製
の
過
程
で
・
李
初
古
械
査
李
晨
の
孫
菫
且
と
初
古
抜
の
孑
李
買
主
乏
菫
耳
の
子
熈
と
す
り
か
え
た

い
た
弓
勺
。
（
初
占
稜
口
後
魏
の
弘
碧
太
守
．
胄
主
ほ
金
門
塲
の
成
主
）
・

徳
獄
の
考
証
は
信
ず
べ
き
し
の
の
よ
う
に
思
わ
洞
ろ
、
害
朝
を
開
い
展
の
ち
李
氏
が
朧
一
四
李
氏
の
後
だ
と
菰
し

て
も
、
そ
の
い
つ
、
〃
下
あ
る
こ
と
ｎ
・
人
ｎ
口
に
Ｌ
な
く
て
も
知
っ
て
Ｖ
淀
で
あ
ろ
う
．

陳
夙
の
論
文
が
『
麿
会
妻
』
を
ひ
い
て
い
う
エ
ラ
に
「
李
際
」
の
薑
で
あ
る
篝
初
陦
と
、
「
李
煕
」
の
子
天
期
の

壱
運
霞
口
慈
州
昭
雲
具
宗
灰
あ
っ
尺
。
こ
の
あ
た
り
ｎ
李
神
通
が
劉
黒
題
と
彰
ラ
た
と
き
の
戦
場
の
範
囲
に
あ
う

閏
研
究
』
逼
春
⑦
そ
杭
で
あ
る

弛
稿
（
一
○
一
’
一
一
○
一

壬
た
ず
ね
雁
“
二
打
は
款
旧
一

害
武
族
之
推
測
」
「
李
．
害
氏
涜

Ｉ
李
害
は
李
融
古
猿
の
後

ニ
ー
ペ
’
三
ぐ
、
神
通
の
死
ん
だ
月
日
も
行
年
も
誠
・
旧
一
塞
害
』
・
：
の
い
ず
渦
に
も
記
さ
ぬ
。
と
書
い
た

二
打
同
失
祷
で
、
旧
薑
太
宗
躯
舅
観
四
年
の
祭
に
「
十
二
月
辛
亥
開
府
篭
周
三
司
准
妥
壬
神
通
雲
」
ｚ
あ
っ
丘
・

睾
藪
ほ
こ
十
一
日
で
あ
る
。
行
穿
ぼ
認
さ
零
い
。
「
李
寿
墓
誌
」
は
「
春
秋
五
十
有
皿
」
と
い
う
が
死
日
乏
記
ま

２
《
そ
つ
Ｌ
一
，
そ
の
先
世
け
河
北
裁
郡
の
皇
家
李
氏
の
一
天
族
の
零
落
し
た
者
で
あ
る
か
、
両
ろ
い
口
そ
の
エ

ゥう
に
宮
称
す
る
も
の
で
あ
っ
た
弓
、
フ

ウ

-
一
一
○
）
で
ば
．
臺
の
高
祖
李
淵
⑦
七
世
の
祖
差
涼
⑦
武
昭
壬
李
愚
と
貝
・
景
以
傍
の
出
糸

い
ば
款
旧
室
崖
書
』
な
ど
の
正
史
に
よ
っ
代
の
た
が
．
陳
氏
の
「
喜
代
政
治
嘆
迩
諭
稿
」
「
琴

「
李
害
氏
涜
娃
測
椎
蔀
」
三
一
壽
李
雷
氏
族
問
題
」
一
ぐ
は
二
打
を
疑
い
・
次
の
よ
う
に
い
ク
．

古
猿
の
援
瘍
で
あ
ろ
う
。

う

。

一

可

■

一

■

早

■

二

蕊蓋慧譽蔓烏臨鑿豊菖肇言〆・ゞ
→・駒背，●．｜慧躍藍駁・語脅港蔭鱒欝蕊篝鑿爵薩←
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◇

ゆ

互
い
。
一
二
は
祖
需
フ
．
な
お
「
臺
李
寿
菫
発
掘
簡
遼
は
「
李
寿
（
字
神
逼
〃
谷
元
五
七
ヒ
ー
六
三
○
年
）
」
と
す

る
。
薑
観
皿
年
工
一
月
二
十
一
日
は
陳
恒
．
一
十
輿
朔
閏
表
」
に
よ
っ
て
繰
る
と
西
唇
六
一
三
奪
一
月
二
十
七
日

か
二
十
ハ
日
に
あ
た
る
よ
う
で
あ
る
。
五
七
亡
茸
は
北
周
武
帝
の
震
億
六
年
に
当
る
．
従
っ
て
・
二
楓
以
後
の
拙

稿
家
事
中
の
神
通
の
推
定
年
齢
”
訂
一
止
Ｌ
な
け
打
ば
な
ら
め
。

郷
通
の
篭
が
「
寺
」
で
頭
〃
．
、
「
神
通
」
ぼ
学
ヱ
望
っ
二
と
が
、
「
李
寿
喜
誌
」
下
明
ら
か
に
な
っ
た
．
と
二

言
が
正
吏
ｎ
い
ず
ｈ
も
「
神
逼
」
か
篝
で
偏
る
よ
う
可
言
ま
方
左
Ｌ
て
い
ろ
。
『
全
室
文
』
巻
一
、
高
租
「
建
灌

吾
王
配
逼
蚕
篠
山
索
語
」
-
巻
迩
-
大
宗
「
加
漕
安
王
神
逼
燕
郡
王
藝
開
府
儀
同
三
司
詔
」
に
も
や
け
〃
千
の
エ
ウ

神
通
の
弄
津
符
の
墓
談
は
「
霊
神
符
宇
神
符
」
と
あ
る
《
『
害
書
』
を
篝
ん
で
い
ろ
と
、
篭
と
字
の
同
じ
人
、
字

か篝電ふうに逼用Ｌ武人．あるいは垂一が字のよ、っ一トー遍用Ｌた人承どが時々
出てくるが、￥⑦理由岬

が
よ
く
わ
か
ら
な
い
”
神
通
と
神
符
の
場
合
、
そ
の
字
の
対
応
か
ら
考
え
て
、
神
符
に
も
、
神
通
に
と
っ
て
の
寿
卜

の
よ
う
な
一
・
字
の
蓋
び
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
．
〒
打
を
臺
誌
で
は
な
ぜ
い
わ
な
い
か
。

神
邊
見
羊
と
高
祖
と
は
従
兄
津
で
あ
る
。
た
び
い
に
字
で
よ
び
あ
う
た
で
あ
ろ
う
。
「
誓
標
山
東
詔
」
は
武
徳

元
年
の
も
の
だ
．
こ
の
年
-
高
祖
は
天
子
と
Ｌ
Ｔ
即
位
Ｌ
た
と
は
い
え
、
そ
楓
は
仲
悶
う
ぢ
だ
け
の
も
の
で
あ
っ

て
・
形
の
上
で
は
臣
下
下
あ
る
相
手
て
も
そ
う
気
雲
に
実
名
で
は
呼
び
に
く
い
相
手
ぴ
あ
り
，
神
逼
兄
羊
も
￥

の
一
人
だ
う
た
の
で
ば
な
い
か
。
太
宗
に
と
っ
て
は
叔
父
で
あ
る
。
い
よ
い
よ
実
名
で
は
よ
び
に
く
か
フ
長
で
あ

ろ
う
§
干
椥
が
富
げ
す
ぎ
ら
い
の
大
宗
に
い
よ
い
よ
神
通
王
お
言
、
え
つ
け
た
く
さ
せ
た
の
で
は
砺
雰
う
が
。
神
符

ｎ
神
通
よ
〃
は
世
杓
冗
〃
が
う
雷
か
つ
民
よ
ウ
で
大
宗
の
気
性
を
呑
肇
房
、
字
を
実
名
と
す
る
一
乞
仁
よ
託

郷
通
の
篭
が
「
寺
」

言
が
正
吏
ぼ
い
手
戸
も

吾
王
配
逼
蚕
篠
山
索
，
詔

な
雪
害
-
万
が
患
え
ろ
。

●
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臣
下
で
あ
る
び
打
を
な
お
妄
ぐ
よ
ひ
つ
７
け
石
「
睾
宗
」
の
体
壷
壼
つ
く
一
句
っ
涙
の
で
阿
な
い
か
。
神
逼
し
神
通

的→テら池〉了②唾唇が実、萄汽霧いため匡太室噌一ト・つと去祇氏⑳一で陣ないか。（あるいは神通の別にごり

一
く
神
符
今
か
う
つ
し
人
芦
田
か
も
し
稜
鉛
）
。
だ
が
祥
符
が
大
宗
仁
菫
ん
ぜ
う
れ
辰
か
と
い
う
と
そ
、
っ
”
て
ほ
ぴ
咄

大宗曰く、辰の官一茎凄くろ唾陛ず才毒逢択》砥若し才行至らぶれ毎たとい朕の至親なろ

も
ま
た
虚
接
せ
手
《
襄
邑
王
諄
涛
一
房
な
〃
。
若
し
才
適
す
る
と
こ
う
勺
局
弓
、
怨
雲
と
い
え
ど
も
葦
て
ず
．

未目清の名乏調「／淀の口周闇風『詩人李舅』（民国二十五年六月）に「一堂雲一ヰ諾」び引叩了あ

う
届
い
た
い
で
あ
る
．
爲
氏
の
本
査
舅
っ
辰
の
ロ
一
九
皿
○
年
七
月
二
十
三
日
で
・
そ
打
か
ら
洞
ま
り
日
を
お
か
ず

に宋氏の「李窒←ヰ譜」壷筆写した、と題ウ。、仮しはこの年譜をひ〉てかに「朱譜」と主んでいう

「未垂函」は『清一幸孝義』睾一０巻壽皿顛（一丞二五年十日）に褐誠一、、椚一パ。同一認第二巻箒一

副（一六二一六一壬月）に「李雪一ヰ諸〕頴記」かのうた。一九一ハニ三八月、吉落から朱自清『女嘆論

篝』が出版寺、例一に．「陶淵朗一季請中之問題」「未藷」需記」宝一本にまと坊たもの一ぐあろ。、たし

魏
徴
等
こ
秘
な
″
。
（
嘱
害
害
毒
六
五
、
声

ま
あ
予
桐
で
手
し
、
殼
さ
籾
な
く
て
幸
だ
司
淀
。

｜
’
○
世

朱

目
､ 一

滴

案己

の

李 昊孫焦豆伝）
や貝（五）

一一『函ａ一・一一
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ほ
こ
ｈ
左
震
う
氏
。
￥
の
の
弓
茉
誇
」
「
禰
記
」
の
み
壬
一
本
と
Ｌ
た
も
の
を
見
辰
。
周
誠
亘
『
李
弩
論
』
二

九
七
一
年
一
月
）
に
は
「
朱
諾
」
「
補
記
」
を
付
録
す
る
。
以
下
、
「
補
記
」
垂
も
「
朱
譜
」
に
含
め
ろ
。

「
未
請
」
ぱ
・
李
窒
を
本
気
で
読
し
う
と
す
る
人
軍
ら
み
可
手
も
と
に
お
い
て
い
る
基
本
図
書
だ
か
今
，
い
ま

ま
る
霜
介
す
ろ
ま
下
も
な
い
。
け
ｈ
と
し
．
李
篝
研
究
者
が
「
朱
諸
」
麦
徹
底
的
に
再
棯
討
Ｌ
て
い
る
か
と
い
う

と
、
と
う
し
￥
，
つ
ば
い
え
な
い
よ
う
だ
。
わ
だ
し
自
身
が
「
北
中
窪
」
を
書
く
と
宍
、
李
算
溌
州
玲
任
時
の
昭
襄

節
妻
便
が
郡
士
・
美
で
あ
る
二
と
乏
沫
が
Ｌ
あ
て
尺
つ
し
〃
て
「
朱
譜
」
を
見
ろ
と
、
す
で
に
ち
ゃ
ん
と
あ
げ
て
あ

う
涙
◇
二
打
か
ら
は
い
う
ぞ
う
「
朱
譜
」
を
談
丙
直
ま
ね
ば
な
る
ま
い
。
こ
こ
了
は
閤
願
魚
を
す
こ
し
・

八
父
書
索
，
建
上
従
睾
Ｖ
・
專
元
九
年
（
七
九
一
三
に
口
賦
県
の
今
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
岑
仲
勉
『
喜
入
行

第
舜
』
菫
森
紳
一
「
李
長
吉
伝
・
垂
琢
の
客
」
が
い
咄
拙
稿
「
囑
小
憐
」
末
尾
の
「
拐
伽
」
追
記
、
フ
弓
薪
」
に

もい、つ
八
檮
宗
雲
元
六
写
実
午
（
七
苅
○
）
弩
一
歳
弩
當
生
誇
是
年
Ｖ
雷
の
生
年
に
三
説
あ
る
こ
と
を
拙
稿
「
白

王
椎
中
の
人
」
に
の
べ
た
。
わ
だ
し
は
二
元
七
年
辛
未
（
七
九
二
説
だ
が
、
な
か
な
か
決
定
は
て
さ
な
い
。

八
舅
穴
二
十
年
甲
申
（
ハ
○
皿
）
十
五
歳
Ｖ
こ
こ
に
『
新
宮
書
』
李
蚕
伝
の
「
貞
元
末
，
名
与
宗
人
琶
相
埒

：
錐
；
」
乏
引
い
た
が
闇
一
多
が
李
益
何
ハ
Ｏ
皿
年
に
け
「
五
十
七
歳
，
戒
名
已
久
。
暗
買
茸
鍵
十
五
・
，
霊
伝
乃
弥
溢

呂
与
雪
時
・
似
非
信
史
」
と
疑
い
-
朱
氏
、
八
新
書
畠
与
舅
時
一
語
，
旧
書
作
「
与
宗
人
李
弩
齊
邑
」
，
苦
不
知

耳
餉
脚
Ｖ
と
い
ぶ
が
る
。
こ
れ
ば
拙
稿
．
言
至
巳
で
い
っ
た
エ
ウ
に
李
盗
と
名
ぎ
な
ら
》
へ
辰
の
同
戻
吉
Ｂ
だ
と

考
え
机
ば
、
怪
し
む
こ
と
け
い
今
江
く
な
ろ
”
そ
う
し
て
朱
譜
か
ら
孝
霊
伝
を
削
柄
は
よ
い
こ
と
に
な
る
。
と
口

｡
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醗
畷
隠
溌
藤
豊
霞
蔑
帯
驚
鳶
監
茜
薩
際
鷺
…
蓄
脅
甚
賜
子
息
…
勇
冒
際
蝉
壁
際
管
患
曄

一ｔある．
八
元
和
二
迂
丁
亥
（
（
Ｏ
-
一
二
←
α
八
歳
一
ｊ
蹄
毒
雲
湿
是
簔
ソ
こ
の
と
手
②
か
れ
砂
幸
醤
壬
十
七
歳
と
実
・
→

父
音
粛
の
一
兆
基
一
天
垂
一
三
三
月
鍬
減
と
易
壹
｝
と
｛
わ
で
宝
よ
・
了
ぶ
お
一
房
年
の
義
謂
の
中
ｆ
楊
敬
茎
い
つ
い
て

八
新
書
一
六
一
ｖ
と
い
う
金
廐
八
穀
臺
一
六
０
Ｖ
の
義
更
弓
う
・

八
穴
秘
三
年
庵
子
（
八
○
八
）
壽
濤
萎
蓋
當
作
誇
堯
年
ｖ
朱
蔵
減
『
薪
壹
』
『
通
錨
』
｜
Ｌ
見
え
る
毒
詞
雲

三次の｛志のうち七河囲一．三念篝五歳・八一・一ハー午睡鬘の死の弄汚から・のご弓八○八を当てた。Ｌか

し
菫
ヴ
ハ
ー
』
・
差
．
仁
一
錐
ん
だ
⑦
な
ら
ば
ゞ
八
二
八
垂
虐
『
篝
凋
薑
」
芝
作
っ
た
と
Ｌ
て
も
」
←
い
。
了
お
、
い
ま

の
一
芸
》
安
書
一
Ｌ
託
ま
め
蕾
凋
萎
の
意
が
い
く
今
も
あ
う
淀
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
詩
の
作
時
は
き
め
に
く
い
。

△
元
細
五
年
・
一
宍
壽
（
八
一
○
）
髪
年
舞
甦
雲
海
一
更
一
″
。
鐸
嬉
珂
霞
宿
試
〃
侭
十
二
月
秦
謂
〃
猿
島
．
冬
．
磐
進

士
入
一
再
是
年
蕾
愈
頁
蒸
珂
雷
病
秀
才
詩
ソ
こ
の
篝
墓
誕
恥
二
八
報
五
垂
，
尋
〃
房
ハ
ニ
ア
票
京
』
の
句
が
あ
る
、
こ

の
房
〈
今
ｎ
房
式
で
『
帽
書
』
毫
宗
鍵
腫
室
、
昼
元
釦
四
篝
十
二
頁
壬
申
籟
直
訣
羨
観
察
懐
か
ら
河
南
尹
と
ワ
〃
、

五
茸
十
二
月
奏
酉
に
壹
州
剰
実
宣
款
進
義
察
采
石
軍
等
使
と
Ｌ
丁
去
〃
ゞ
壬
午
に
騨
監
観
察
使
都
士
雲
が
河
頚
尹

に
転
じ
て
い
ろ
。
有
試
合
倦
言
が
長
遥
に
藷
こ
つ
社
郭
の
試
験
差
受
け
た
ひ
ど
-
つ
が
・
受
け
丁
至
手
Ｌ
た
か
薙
箒

Ｌ
た
か
は
、
璽
舅
一
た
と
う
丁
か
汗
壼
心
大
会
な
閏
侭
睾
で
あ
っ
穴
ろ
う
か
ら
、
箒
式
弛
榔
士
奏
も
、
李
雲
の
名
付

記
憶
に
と
ど
め
弄
昨
で
あ
事
フ
。
一
元
銅
六
年
辛
卯
（
八
｜
こ
の
春
に
両
窒
何
奉
礼
郎
ど
な
フ
丁
い
る
よ
う
だ
が
、

河
南
府
管
轄
下
の
人
ヴ
舗
〆
ぽ
き
詞
マ
、
中
宍
の
茂
人
仮
な
ろ
と
妻
予
の
戻
宮
の
河
南
尹
仁
砺
い
表
、
フ
-
」
て
い
る
何
才
”

ＬＩ１
t ' ､

＠ 一
フ
了
も
名
声
や
評
到
は
不
特
定
价
多
歎
壱
の
闇
予
》
浮
勤
苛
喜
も
の
だ
か
今
や

Ｌ
Ｉ
０
ｆ
９
-
０
-
-
ｔ
０
９
Ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
１
-
Ｉ
Ｉ
Ｊ
ト
ー
Ｉ
ｊ
Ⅱ
１
１
４
■
０
日
■
西
９
．
日
８
Ｆ

Ｄ
■
■
ｐ
ｑ
１
-
１
４
り
ｌ
６
１
ｂ
Ｕ
・
Ｉ
Ｉ
-
４
０
’
０
７
？
-
０
９
０
６
１
．
０
．
１
-
ｄ
Ｉ
Ｊ
１
Ｇ
ｂ
ｂ
ｌ
ｌ
◆
ｌ
ｐ
Ｉ
Ｉ
■
■
９
９
１
９
-
Ｉ
ｊ
-
・
Ｕ
Ｊ
ｖ
ｌ
-
Ｑ
-
４
９
１
７
１
１
０
、
ｂ
“
ｂ
Ⅱ
。
・
ｄ
Ⅱ
Ｉ
-
Ⅱ
ｒ
ｌ
■
ｌ
ｒ
０
７
凸
９
凸
９
０
７
１

Ｇ

ｄ
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エ

。

○

￥
獅
垂
決
一
す
る
こ
と
ば
む
つ
、

ペ

ヵ
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に
就
く
こ
と
で
高
ろ
。
二
価
を
蔭
禰
と
し
い
う
、
八
弩
の
近
い
掌
族
に
、
蔭
浦
の
も
と
に
な
る
よ
う
勺
人
物
は
発

貝
弐
汎
な
い
Ｖ
（
棗
隷
胴
『
奉
答
』
）
竺
汽
差
疑
う
説
も
あ
る
、
決
定
的
な
こ
と
ば
い
え
ワ
い
〃
推
測
の
材
料

が
診
な
い
わ
け
Ｔ
は
な
い
。
質
の
父
晉
粛
け
壹
元
蚕
ヰ
（
と
丞
三
に
吹
阜
の
今
だ
ぅ
た
・
位
嗜
け
淀
・
一
へ
品
上
。
一
牝

ん
だ
の
か
一
元
稲
二
年
（
八
○
ゞ
亡
）
だ
と
す
ろ
ど
、
＋
哩
李
の
弓
で
混
る
。
死
例
ま
で
官
吏
宣
し
て
い
た
か
ご
栗
》

は
ｎ
か
ら
な
い
が
・
官
実
の
ま
キ
ー
だ
『
た
堂
一
屠
叙
あ
が
っ
て
従
五
品
下
に
な
っ
て
い
医
可
能
性
は
至
乏
〉
て
楓

零
勺
そ
の
子
は
九
品
の
官
仁
湾
禰
さ
汎
う
ぢ
。
奉
礼
部
は
従
九
品
上
で
あ
ぢ
。

八
壬
跨
篁
雲
卜
作
詩
惠
作
於
任
路
州
崎
。
増
薑
任
義
淵
憧
鬘
県
（
今
河
軍
霊
書
感
電
）
〃
雲
箔
一
丁
侵
其
財
一
・
ｍ
百
雪
堯
嶮
列

‘
：
１
．
Ｖ
元
組
十
一
年
の
柔
に
上
の
よ
う
に
い
う
が
、
杓
た
し
に
は
同
と
ん
ど
露
Ｌ
が
穴
い
・

ざ
了
『
朱
自
清
全
雲
』
（
一
九
・
不
一
〈
年
）
巻
頭
の
小
伝
に
よ
狐
ば
ぼ
庁
双
の
逼
″
．

Ｓ

朱
巨
清
宇
ぼ
侃
弦
。
寮
鬚
阿
湘
江
省
紐
興
感
②
清
の
光
緒
二
十
皿
年
（
一
ハ
バ
ハ
）
陰
琶
十
月
八
日
・
江
蘇
卜

薑
江
都
県
に
主
打
た
・
民
国
九
年
（
一
九
二
○
）
北
京
大
学
文
科
醤
学
門
至
卒
業
。
湘
江
・
江
蘇
一
四
省
の
師
証
壹

校
や
中
学
⑦
国
文
教
員
の
の
ち
ｆ
皿
茸
（
一
九
二
一
皇
清
華
大
学
中
国
文
学
察
教
授
と
《
妙
〃
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
遊

学
Ｌ
、
三
十
上
年
（
一
九
皿
ハ
）
八
月
十
二
日
．
冑
潰
嘉
の
だ
め
北
平
病
院
で
一
挑
ん
だ
。
女
学
業
街
で
け
珠
に
敲

女
に
す
ぐ
何
文
字
精
錬
で
ニ
テ
王
増
減
し
え
な
い
．
畠
初
の
晉
雪
ロ
詩
文
票
『
歸
跡
』
-
そ
の
錆
冤
星
一
屋
ヨ

ー
ロ
マ
パ
旅
行
中
，
の
『
欧
遊
雑
記
』
、
『
雪
朝
』
『
悔
我
』
一
倫
敦
籍
託
』
・
等
ぴ
あ
ろ
。
醍
茸
．
研
究
に
従
事
Ｌ

-
ロ
マ
パ
旅
行
中
の
『
欧
遊
雑
記
』
、
一
雪
軒
一

『
詩
菫
辮
志
斫
寅
』
『
経
典
常
款
』
等
が
あ
る
◇

八
王
鴇
壼
祭
弩
以
恩
蔭
得
官
ノ

も

こ
の
全
軍
に
は
、
研
究
上
の
作
品
、
た
と
え
け
一
詩
壹
報
志
爾
賓
』
や
「
李
駕
年
譜
」
芝
の
せ
な
い
。

ｉ



睡鴎鴎賦一画匪歴蹄艤躍瞬諏塗譲醇一鉦塞霊驍雲瀞崖匿矛亨芯驍Ｅ》詫隆暮陸シ矛毎Ｆ一ｐ監唾眉トレＩ〆ｒ息に吋阜戸ぎみ…幸，里謄鼬鼠塁」一号・尾・《詠砿．で蔚淳際、雪醒砿互亨エ戦詮岳農蕊巳監蒔幸男堅争蓑か一面腓胃導哩離唖静謬勤詩堅展悪電篭誇競鰐一鱈岳蕊弩鷺嘩負匡苫嚴宮三ゞ心璽居１倍一・藍腰険

●

』

毛

．

Ｑ

も

ｒ

ａ

、
這
能
漢
裁
定
蔀
蛎
？
．

（譜Ａ・Ｂ）

と
呼
び
か
け
た
い
気
が
せ
め
で
は
な
い
．
未
妖
は
笑
令

り、とが
も｜丁な
し = i '
r l ７ 。
め た 秋

句 一 ｈ ー

ケ
ｎ
が
「
潤
淵
明
年
譜
中
之
患
語
」
差
言
い
Ｒ
の
け
一
九
三
皿
鐸
一
ｒ
三
十
七
爵
．
「
李
馨
年
誌
」
芝
書
い
た
⑦

が￥の弾ニヰて一二十八鳶一ぐあろ。一六三血年→わたＬは中学五年生で．すてに李舅のことを同穀の

森
田
蹄
平
に
し
き
″
に
害
い
小
ら
し
て
Ｖ
尺
が
・
宋
氏
の
こ
と
”
ま
つ
だ
く
知
今
な
か
っ
た
。
一
穴
皿
ハ
葬
・
か

何
が
五
十
一
歳
イ
病
死
し
天
と
ま
、
杓
だ
し
廊
新
爵
記
者
を
Ｌ
て
い
た
く
せ
仮
．
￥
の
ご
ど
差
聞
き
知
っ
た
賞
え

び
な
い
。
秋
岡
家
祭
が
目
標
だ
う
た
び
．
ｈ
た
Ｌ
ｎ
勤
め
先
で
中
国
の
こ
と
を
あ
ま
〃
Ｌ
や
ぺ
ら
ず
・
李
篝
の
一
一

と
は
壹
可
た
こ
と
も
な
い
旗
う
に
黒
う
か
今
．
称
悶
ほ
朱
賃
の
こ
と
透
知
っ
て
し
わ
た
し
に
、
諾
ら
な
か
『
・
た
の

た
つ宋

氏
は
．
李
勇
乏
励

祢
的
手
嫁
火
把

愈
的
眼
像
茨
涛
，

杓
涙
し
ロ
・
か
御
の
詩
文
の
よ
い
読
者
で
、
ワ
い
。
Ｌ
か
し
、
赤
行
弐
と
詩
の
一
部
芝
敲
人
で
好
も
し
く
男
つ

鯨
的
壹
語
如
石
頭
〃

漆

山

又

皿

部

李
勇
乏
励
か
〃
と
し
て

ン

一
方
的
に
知
っ
て
い
る
人
Ｋ
す
ぎ
な
い
。
し
か
し
「
李
琶
年
譜
」
芝
読
む
と
-

木
妖
は
笑
う
だ
ズ
ゥ
か
。

』←

一一『函●←●画一
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頭
込
十
款
木
廐
五
十
彗
鑓
斧
蕊
萎
一
部
で
あ
る
伊
藤
は
東
朗
書
一
尻
⑦
社
長
で
易
弓
、
っ
・

昭
氾
八
年
画
一
尺
三
三
年
だ
ケ
・
う
未
宮
着
の
「
李
窒
年
譜
」
の
癸
羨
ざ
打
ろ
二
年
ま
た
だ
。
こ
の
本
は
巳
本
諾

で
書
か
打
た
琴
雪
の
詩
集
の
訳
註
の
晨
惣
の
毛
の
だ
。
字
の
全
文
を
左
に
掲
げ
ｚ
》
《

購
文
燭
曰
く
＆
勇
芝
善
く
才
ろ
宥
一
圃
占
ほ
ず
・
蓋
を
善
く
す
る
者
ぼ
説
か
ず
と
①
予
は
詩
を
善
く
す
る
者
に

、
｜
鈎
弓
表
ろ
な
り
、
ひ
ろ
か
励
烹
に
諸
芝
説
か
ん
と
す
．
ろ
音
Ｔ
Ｕ
、
而
も
塞
ぐ
説
く
こ
と
を
縦
く
廿
志
ろ
蓄
勺

岨
詩
蓬
善
く
せ
じ
、
雲
く
談
く
こ
と
能
は
下
る
が
故
に
部
っ
て
盆
馬
詩
逹
蔑
か
ん
と
す
る
者
勺
″
・
詩
逢

命

や

唾

も
←
曲
予
、
ロ

．
⑤
甑
寸
．

句、）

薑
く
し
、
害
く
裁
く
に
劃
〃
て
は
月
歪
指
す
指
芝
定
石
書
の
時
な
〃
、
天
壷
仰
げ
ば
月
明
Ｌ
、
何
莞
晴
す
こ
刀

と
差
用
ゐ
ん
や
と
ば
・
亨
ぴ
一
ヰ
宋
の
室
舗
な
り
．
ざ
打
ど
も
暗
雲
の
月
明
逹
攪
、
か
に
あ
だ
〃
て
口
、
之
が
佛
３

副
乏
念
ほ
嗣
石
乏
得
ざ
石
な
り
-
此
の
孝
二
沓
詩
の
簔
註
は
、
員
篠
制
壷
試
愚
た
る
も
の
な
り
。
簔
仁
亭
、
Ｓ

陶
詩
を
莞
ん
一
ぐ
世
念
稿
惹
令
崇
尺
″
寺
、
次
に
社
詩
乏
讓
ん
で
、
何
等
か
寂
・
え
ら
ろ
ろ
も
の
あ
り
て
蝿
罵
卜

黙
考
に
肌
〃
た
″
寺
、
天
に
李
太
白
詩
乏
請
ん
で
、
蕊
々
浮
世
の
外
に
遊
ぶ
の
患
ひ
あ
り
幸
へ
今
李
昌
沓
詩

各

壼
壽
ん
で
、
真
の
歌
謡
芝
胡
喜
の
慨
あ
り
。
而
も
善
く
鰯
Ｌ
得
た
″
と
す
る
三
四
の
も
の
に
あ
〃
〃
て
ロ
、
陶

・
社
・
太
白
に
も
未
だ
味
は
ざ
川
し
も
の
の
砺
〃
て
、
尾
は
ず
議
喜
・
知
ら
す
識
ら
ず
座
至
支
ち
て
飛
躍
す

る
二
と
毫
々
な
り
き
《
今
、
古
人
の
李
昌
台
の
詩
評
數
十
則
の
中
の
三
一
蚕
弐
Ｌ
了
亭
に
両
へ
ん
と
す
や

亭
「
と
二
言
は
十
申
の
四
五
仮
止
ま
″
了
．
未
だ
其
の
半
ば
に
だ
も
達
廿
ざ
喜
辱
Ｕ
、
両
ろ
に
其
の
架
し

、

、

、

。

⑤

１

、

、

。

◎

高
地
〃

＄

Ｌ

１

、

、

宋
の
諸
公
、
喜
入
の
詩
芝
評
し
て
五
く
．
太
白
は
仙
才
・
戻
吉
ぼ
鬼
才
と
。
篝
註
音
調
ふ
に
・
仙
と
い
ひ
完

得
尺
″
と
す
葛
」
蓬
神
入
。

一

、

、
《

ｃ
タ
リ

ロー巳



○

句

旬

、

つ

も

、

Ｑ

口

舎

、

、

ロ

ロ

ロ

、

一

、

、

■

、

、

と
い
-
動
二
門
世
一
卜
多
く
百
三
、
、
ろ
前
以
と
。
潰
罎
》
毒
話
に
曰
く
・
李
長
吉
●
王
川
子
の
詩
、
皆
溌
騒
よ
″

出
づ
、
未
だ
以
て
-
立
談
し
て
判
す
べ
か
松
二
、
ろ
な
〃
と
⑨
或
ひ
と
陸
剣
南
に
闇
・
っ
て
曰
く
・
李
長
吉
⑦
薬
嶽

勾

旬

、

、

Ｑ

、

、

｜

も

、

、

、

、

１

、

、

Ｌ

ｑ

Ｌ

、

Ｉ

ｂ

ｅ

・

古今の工透秘む、具服或ぼ未だプー差軒壼、ず向〉てやと心剣南當へ了曰く、、長一一口の詞百家舗衲切

蛆し＄五色眩曜光″脹日一を章へ加、人をしＴ餅へ．一十詩神廿、、、午しひと。謹註者詣、釦に、散へ可

Ｑ

、

、

、

ｂ

、

、

、

一

、

ｑ

、

、

、

。
、
←
も
、
。
、
。
Ｑ
→

認
視
せ
ぼ
二
篭
塞
一
一
飛
露
せ
ん
と
．
思
紫
夢
三
く
-
李
長
吉
の
語
苛
便
し
て
怪
に
入
る
と
。
篝
註
者
謂
、
小
に
、

、

、

、

且

、

も

も

、

、

、

、

。

回

、

、

。

、

、

。

、

、

？

９

、

孝
司
に
Ｌ
て
怪
、
二
狗
鬼
才
な
ろ
所
以
と
。
「
一
周
筆
過
」
に
鮒
調
・
筆
は
造
化
迄
補
っ
て
天
に
功
照
Ｌ
と
、
釦

．

、

、

、

、

。

０

・

Ｌ

Ｏ

⑨

９

。

も

じ

っ
て
三
全
口
自
、
勺
の
》
討
才
芝
謂
へ
→
っ
左
》
ろ
べ
し
、
款
詩
の
瘻
萩
ろ
所
以
、
殊
仮
戻
吉
の
歌
詩
の
震
写
惠
餉
以
。

←
し
し
義
ひ
て
「
季
テ
昌
邑
票
」
一
丞
以
了
日
本
の
家
集
に
比
較
差
も
と
め
な
ば
、
震
も
富
を
得
ろ
ば
蓋
Ｌ
「
金
憶
４

隼
」
亙
ら
ん
か
。
雲
朝
匡
干
ハ
歳
、
長
舌
匡
一
十
七
鴬
、
辻
〈
に
恵
一
叩
に
Ｌ
て
共
に
歌
詩
に
晨
ぜ
ろ
奇
と
す
７

・
ベ
Ｉ
）
。
電
冨
朝
は
一
族
に
殺
一
、
盆
長
吉
の
一
兆
は
一
大
の
割
接
す
る
と
ニ
ス
と
亙
る
の
異
な
る
の
丙
、
亦
二
『

写〃とい、釦くし、李筥一言諸無く・真⑦窒死の歳月麦知るに由県Ｌ、嗜だ杜奨川の大和五年の弘

一亭に・雪圭一捌了二十ヒーヰートＬ丁一知す．叉蛋死後凡そ十有五年の語あり、依り了健宗の員元ト

ヒ．ハ葺の交牢一打て-雪宗の元細十二・千三茸の一〆に一鈍廿ろものとせば、李戻吉設・髭凡〉元Ｉ

壬
三
一
十
年
の
襟
世
、
日
本
の
昭
和
八
年
一
二
月
漆
山
又
四
部
識
す

李
壹
卜
芝
〃
つ
か
桐
た
人
の
爬
阿
ず
刃
が
そ
の
ま
ま
に
流
露
六
、
椥
た
よ
う
な
文
章
で
あ
る
・
文
中
の
閏
・
一
杜
．

・
垂
昌
一
の
訳
註
”
い
す
ｈ
も
岩
預
文
車
と
載
っ
て
い
ろ
。
二
⑦
ほ
か
上
田
秋
成
の
『
舂
雨
物
語
』
池
一
一
の
人
の
校
訂

一
Ｋ
出
た
。
幸
田
震
伴
の
門
下
ら
Ｌ
く
・
吉
汲
茂
雄
と
よ
ほ
ど
観
癌
だ
っ
た
よ
う
一
に
・
こ
の
人
の
訳
註
何
と
柾
も
評

判がよくない。中野菫渇びく夫-しているの壷とニヴで箭んだ就鴬もある。諄門の学耆はおおむね

“ａ．◆？，・・Ｌ藍か-・か．’。群．》-手》趾心底一』『，．〕今●ｐ

●



Ｉ
ラ
た
し
の
だ
．
け
打
ど
も
壹
門
の
学
者
が
李
窒
に
つ
い
て
ど
楓
ほ
ど
の
作
業
萱
Ｌ
た
か
と
い
う
と
べ
｛
あ
ご
言
に

口
ま
辰
ほ
と
ん
ど
何
も
荘
か
つ
た
や
-
-

久
保
天
喧
は
雷
年
時
何
・
李
窒
仮
つ
い
て
一
篇
の
論
文
を
書
Ｖ
了
い
ろ
ら
し
い
慰
か
ｈ
ｎ
『
害
詩
瑳
』
全
部
の

註
釈
ま
出
版
し
て
い
ろ
。
『
雪
詩
遥
』
な
ど
ば
他
人
に
芸
か
せ
了
『
李
駕
票
』
菱
註
釈
す
柄
ば
よ
か
う
辰
の
だ
。

か
楓
何
流
行
呪
だ
っ
一
た
の
だ
か
ら
、
書
け
ば
翠
〃
蘆
逢
毛
す
じ
ほ
ど
も
知
ら
め
出
版
音
．
て
も
刊
行
Ｌ
だ
た
弓
つ
．

漆
山
と
親
塞
だ
う
派
ら
し
・
い
岩
汲
が
．
陶
淵
明
・
杜
南
・
李
白
乏
出
し
な
が
ら
李
舅
垂
出
弍
、
な
か
つ
淀
の
し
一
家
：
５

徴

餉

だ

。

７

宝
、
宍
、
ほ
ど
わ
六
し
か
栗
明
言
院
の
社
長
の
往
航
氏
名
ま
で
訳
し
辰
の
は
，
ぞ
ん
な
李
弩
の
本
を
思
い
切
「
て
出
５

版

し

た

誉

抓

乏

顕

彰

し

た

い

と

露

っ

た

か

ら

だ

．

Ｓ

岩
涙
が
荒
井
罐
『
李
舅
』
麦
出
し
穴
の
何
昭
和
三
十
皿
←
ヰ
・
皿
分
の
一
世
紀
お
く
椚
ろ
。
｜

わ
た
し
が
篝
光
稜
『
李
長
舌
詩
票
』
王
手
に
入
獅
だ
の
ロ
明
和
九
年
か
十
笄
で
、
北
野
天
演
宮
の
一
便
壱
で
だ
っ

た
．
漆
山
訳
註
孝
子
に
入
楓
辰
の
は
〉
て
柄
か
-
今
一
年
ぐ
ら
い
後
’
一
曲
陣
の
古
本
屋
で
だ
っ
た
・

藻
山
は
「
凡
例
」
に
八
此
書
謡
文
の
下
方
、
餘
白
あ
り
了
、
・
：
；
闇
が
抜
け
て
見
え
る
で
あ
零
つ
へ
》
一
併
些
一
机

は
鐸
註
者
の
好
み
で
篭
と
Ｌ
た
事
下
あ
る
、
．
-
．
：
．
此
の
薑
乏
手
に
Ｌ
読
ん
だ
方
は
・
己
が
ず
し
評
語
な
〃
註
の
一
卜

定
な
〃
芝
餘
白
に
奎
三
、
入
椚
了
欲
Ｌ
い
Ｖ
と
記
し
尺
・
わ
辰
Ｌ
は
馬
鹿
正
童
仮
〉
て
の
余
白
Ｆ
ご
た
一
」
た
書
圭
套
八
→
抓

た
．
〉
天
の
後
も
古
本
星
で
時
々
こ
の
本
を
見
か
け
る
が
．
わ
た
し
の
よ
う
な
馬
鹿
は
い
な
か
っ
た
．
、

漆
山
の
経
歴
等
に
つ
い
了
何
、
こ
こ
に
記
し
涙
以
外
の
「
一
と
を
杓
た
Ｌ
、
知
ら
な
い
．
》
←
』

１０７凸ＩⅡ０●Ｐ００も、今Ｊ●△巳基、●Ｒ■■８■Ⅱ●●口凸ロ日■■■ロ■■８００６口Ｕ０６Ｂ■Ｂ
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９
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Ｐ
■
９
●
・
◆
０
も
。
■
Ｇ
Ｉ
Ｐ
？
-
甲
０
■
７
９
．
ｒ
９
０
Ｐ
０
０
６
ｅ
Ｕ

Ｉ
凸
ｑ
■
Ｌ
Ｔ
Ｂ
Ｑ
且
Ｕ
Ｉ
Ｏ
Ｔ
ｌ
ｊ
４
０
６
０
ヴ
ｂ
Ｕ
６
Ｕ

-！-１１ｉ１ｉ１ＩＩ-ルー腱トトに卜い臆に陰縢騰傾トー

■ｆ◆０．９．０．０■ロザマＨｇ■■■■■Ｔ日日■日０。●■官〃ＢＹ１可０且巳廿■ｐ０６ａａＯ■■■■■凸■日守口●■巳■■■■■■■■■■■■■巳■■。■■■



八
塞
記
・
汀
ｖ
奏
慧
与
甦
．
蓉

一一『一屋一・『一

Ｊ

卓

一
江
屋
五
三
四
月
一
日
・
通
暁
郡
一
、
、
．
／
雫
へ
／
毎
（
〆
論
昌
持
《
至
受
灯
迂
「
だ
。
｜
畠

の
〒
紙
』
一
・
；
霊
憲
一
ｖ
李
窒
吉
顎
一

声
詩
寒

へ
厘
軍
睾
一
ノ
註
本
の
不
文
の
１
）
一
・
患
証
厳
-
其
〃
巽
墓
』
》
卜
一
〃
１
級
が
向
訂
し
て
一
〈
二
一
〃
並
く
『
４

-

（
声
音
-
１
闇
け
ｎ
．
い
入

○

○

声ガト-- 工
→
・
-
雲
、
川
『
一
-
た
、
・
一
報
へ
苧
》
、
』
-
上
、
：
一
Ｉ
寸
胤
一
惠
一
二
声
一
Ｉ
、
．
一
二
ｌ
、

患

！

！

-

！

！

、

三

一

雪

に

近

く

、

．

、

伝

い

へ

ん
騨
啄
・
ふ
か
-
Ｉ
、
手
紙
-
；
Ｉ

今
〃
■
Ｈ
Ｅ
Ｕ
ｐ
。
ｂ
■
β
■
Ｇ
Ｕ
●
■
卓
、
Ｐ
Ｑ
ｇ
■
ｑ
●
◆
令
●
も
〃
■
Ｐ
●
●
巳
己
凸
Ｆ
●
、
▲
ｒ
■
、
●
ｐ
ｆ
ｑ
②
ｆ
ｑ
０
ａ
０

：。Ⅸ華舅研究《“｜言録産義｛〃履表滝種雪乃「一夷一夛・、裡三こ〉一-ヘノ″の蚕一手Ｌま-」淀億一瞼どんど

彗
一
．
．
．
．
Ｉ
Ｌ
←
一〈

■

、

●

、
・
か
銀
や
窪
孝
銅
罵
だ
←
，
《
・
ル
ノ
辞
藏
Ｌ
丘
幸
》
っ
乞
狗
-
・
〃
雪

云
雫
二
一
-
一
」
た
ひ
→
壽
六
菫
一
ぐ
｝

垂
飼
詩
逢
罰
用
！
た
航
な
ど

９

房
〃
；
，
．
．
“
写
’
二
-
、
詞
壺
李
一
動
。
と
ラ
』
、
芸
房
嘉
等
，
ぐ
に
耐
壽
．
《
-
“

、

●
１勺

耕
〆
．
§
の
行
く
文
章
で
域
詞
Ｕ
ま
ど
ん
切
一
い
、
す
り

と
い
う
「
-
、
手
の
一
室
臺
《
急
三
；
零
フ
．
〈
菫
《
：
、
一
《
，
・
、

へ
毒
轌
宅
が
一
一
・
．
ぺ
詞
一
砂
堅
・
』
．
」
：

覇
一
の
定
・
→

●

這
些
戒
琴
鴎
憲
一
麟
誌
蔀
纒
害
ご
→
菰
，
、
一
へ
霞
、
《

瑳
筐
蚕
諺
．
言
率
涯
人
雌
侭
基
掴
簔
点
書
，
へ
実

塗
零
這
対
韓
琴
術
嗣
宝
臺

在
不
錠
一
擶
綜
敦
・
，
因
壽
童
電
蓮
嫌
鄭
恥
零
薄
毫
臺
宍
，
．
日
・
）
，

篭

雲

一

二

望

雪

必

一

員

古

蚕創造夷毫武薑〃誌責落震為・儀都〃，〃拳／、、／
動

布
冥
狂
美
戯
方
謹
ゞ
：
：
：
篝
人
垂
歳
・
濤
壼
”
三
二
厘
鐙
一
な
一
斤
夢
戸
一
浩
，
貴
-
一
夏
坐

在
．
境
雲
遥
遠
妻
識
、
／
一
一
目
-
。
｜
甲
：
。
：
｛
一

繧

一

読

蚕

這

りｐ０．０■Ｄ■１Ｖ●

ク
グ
ク
●
■
ａ
戸
８
凸
■

ず

因

去
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